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アルフレド。エイチ・ヂヨイ
　雪叩研究の歴史を一瞥すると，現代の智識の基礎は今より150年前に立派
に確立された事が課るt
　1780年に先立ち，4個の新星がある程度正確に観測された．第1は1572年目
テイヒヨが影回したもので，之は見掛け上5等といふ素晴しい光度であり，
恐らく我が銀河系で唯一の超黒星であらう．第2はヤンソン・ブロウが1600
年に始めて観測した白鳥座ρ星，第3はケプラ1が1604年に研究した蛇遣ぴ
座の新星，第4はデイジョンのf曾ドン・アンセルムが1670年に磯見した小狐座
の新星である．又鯨座。星，帥ちミラ，ペルセウス座β星．帥ちアルゴル，
白鳥座X星，ヒドラ座R星等現在知られてみる4個の星も光度攣化が判明
した・これに附加して，カタログの相違で光度も攣り，文回るカタログには
記載されてるない爲に，攣光を疑はれた星も多くあった．
　1669年にボログナのモンタナリが光度攣化の観測を行ったが，アルゴルの
週期は獲見されなかった．長週期の3i攣光星は，時々隠見した爲，幾分薪星
と紛はしかった．1596年の8月に鯨座。星を其の極大期に始めて注目したフ
アブリシウスは，之が10月に見えなくなった新星だと思った．其の週期的な
性質が認められたのは40年後の事である・ミラの最大期が循環する事が判明
したので，古V・新星が新しく攣化するかどうかを観んものと，次から次へと
観測が績行された．1696年にベルリンのキルヒが小狐座の薪星のあたりを調
べてみる間に，4等星が1個見えなくなったのに注目，こ」に白鳥座X星の
燭光が言言された．この星は後に10等星の光度の範園で，400日よりゃN長
い週期である事が判った．第3の長週期攣光星であるヒドラ座R星はパリの
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マラルディが，モンタナリ星圖の星が1個見えなくなったのに注目して磯見
した．この星の週期は現在4ユ5日となって居る．
　1704年にヒドラ座R星が叢見されて以來，ハ1セルの時代まで，三星の
研究は殆んど進歩を見なかった・ハ1セルの時代になって，13年間に7個の
新しい高畠が素見され，その光度攣化や週期も正確に確認された之等の星
は現在認められて居る三星の主なる型の代表的なものである．斯くして，ア
ルゴルの週期が確定され，鯨座0星，白鳥座Z星，ヒドラ座R星の週期
の誤差も判った・光度の推定方法も比較星と關係づける方法を探用して，こ
製に根本的な熟化を齎した，
之等の新しい攣光星の名と観測者と磯見の年は下記のやうである．
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ピゴツト
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1784
1784
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1795
　コツボは獅子座R星を310日の週期で護見，ハ1セルは鯨座の。星とヘ
ルクレス座α星を何周も観測した．然し大部分の心見はエドワド・ピゴツト
とジョン・グドリクと呼ぶヨ1クの2青年が，前者の家で共同観測の結果論
らされたのである．攣星の研究の進歩は傑出したこの2人物の熟練と献身が
なかったならば，全く異なった話になってみたかも知れなV・．2入に就いて
は絵り知られてみないが，ピゴツトは組織家であり，指導者でもあったやう
だし，グドリクは一段秀れた心と鏡眼を有してみたやうである．
　ピゴツトの父ナザニエル・ピゴツトは機械を多少所持する測量者であり，
又ロヤル・ソサイエティの一門員として，金星や水星の子午線維遍とか，数
個の二重星獲見とか，イングランドと大陸とのある地鮎に於ける緯度の決定
等を記載した報告を知って天文學に非常に興味を抱いて居た，ピゴツトの母
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はフランス人で，ノルマンディ生れであるが，其の家族は後にイングランド
に移住した・彼は父の墨黒を助けたが，臆て自ら天膿観測を始め，ロヤル・
ソサイエティに観測報告をした．そのas一一一のものは，1781年にべv＝スの髪i
座に一星霧を護旨した事だつた．彼は附近の貴族の相馬人であるグドリクと
親しい聞柄となった．ピゴツトは早引歴史上最も卓越した入物である．彼は
険悪唖の聾であったが，學問殊に敬學に秀れて居た．彼の母はネザランズ生
れであるが，彼はグロニンゲンで生れ，英國で教育を受けた．18歳の時，ピ
ゴツトの庭先で攣星観測を始めた．
　彼の注意は殆んど百年聞観測されなかったペルセウス座β星即ちアルゴル
に向けられた。彼は絶えず観測をつY“け，標準星として附近の星を用ひ，其
の光度硫化の経過を追ぴ求め，週期を2日20時49分と定めた．アルゴルの攣
光は僅かユ．2等であり，前以て観測されたどれよりも短週期であったが，其の
光度攣化を星の表面にある斑鮎か，それとも暗い斗星との食によるものと結
論した．：分光器的観測によれば，後者の説明の方が細く確認されて居る．此
の獲見に依って彼は1783年にロヤル・ソサイエティの最高賞コプレイ・メダ
ルを授與された．齢僅か19歳の時だつた．
　翌年9月10日グドリクは白鳥座β星の昼光を護見した．この星も托卵星で
ある．又其の晩ピゴツトは鷲座η星が攣縮である事を知った，2，3日後グ
ドリクは既知の攣星の表に重要な星であるセブX座のδ星を追加した．天文
學にとって不幸にも彼は1786年22歳で天死した．彼は死の約2週聞前にロヤ
ル・ソサイエティの倉員に選ばれた許りであった．彼の死の原因は攣星の光
度攣化に難事して居た時に罹った病の爲である．
　ピゴツトは観測を績与したが，1795年にベレ＝スの髪R唖蝉楯座R星の
獲見の獲見までは，新しv・攣星の畿見をしなかった．之等の星は不規則な攣
化をするので相等困難だつた．又共の光度攣化は呼時と同檬今日でも不可思
議である爲，攣星のある有名な型の代表的なものと認められて居る．それに
引堅いて，彼は又2個の彗星を獲見，激個の星の固有運動を測定し，子午儀
で星を観測する方法に重要な姦淫をなした．（佐登兇i澤）
